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No.７

　

６
月
２３
日
（
土
）
１１
時
か
ら
１６
時
の
日
程
で
、
「
国
民
宿
舎
・
水
明
荘
（
湯
梨
浜
町
）
」
に
お
い
て
、
連
合
鳥
取
執
行
委
員
と
各
構
成
組
織
の
組
織
拡
大
担
当
役
員

４４
人
が
参
加
し
「
連
合
鳥
取
組
合
づ
く
り
・
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
連
合
鳥
取
２
０
１
２
年
度
運
動
方
針
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
組
織
拡

大
・
強
化
」
組
織
人
員
目
標
３
万
２
千
人
の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み
と
、
集
団
的
労
使
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
・
創
出
、

非
正
規
労
働
者
や
中
小
零
細
企
業
で
働
く
労
働
者
へ
の
支
援
を
強
化
し
「
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
み
え
る
運
動
」
を
前
進
さ
せ
組
織
拡
大
に
繋
げ
る
た
め
の
研
修
を
、

連
合
本
部
よ
り
松
永
茂
樹
総
合
組
織
局
次
長
を
講
師
に
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

／

「1000万連合」実現へ
　すべての職場に“集団的労使関係”を！〜
「1000万連合」実現へ
　すべての職場に“集団的労使関係”を！〜
「1000万連合」実現へ
　すべての職場に“集団的労使関係”を！〜

写真上／講師　松永連合総合組織局次長写真上／講師　松永連合総合組織局次長

　

は
じ
め
に
、
五
十
嵐
会
長
よ
り
、

連
合
鳥
取
の
今
日
ま
で
の
組
織
拡
大

行
動
に
つ
い
て
の
経
過
に
触
れ
、
拡

大
に
至
っ
て
い
な
い
背
景
に
言
及
し
、

組
織
拡
大
の
重
要
性
と
、
集
団
的
労

使
関
係
の
構
築
が
連
合
鳥
取
組
織
拡

大
に
繋
が
り
、
あ
わ
せ
て
「
１
０
０

０
万
連
合
」
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
、
「
本
研

修
で
共
有
化
し
た
こ
と
を
活
か
し
、

連
合
鳥
取
と
各
構
成
産
別
・
単
組
が

一
体
と
な
っ
て
組
織
拡
大
に
繋
げ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
吉
田
副
事
務
局
長
が

「
連
合
鳥
取
組
織
拡
大
取
り
組
み
方

針
」
に
つ
い
て
、
連
合
鳥
取
構
成
組

合
員
数
の
動
向
の
推
移
と
労
働
組
合

基
礎
調
査
（
厚
生
労
働
省
調
査
）
の

状
況
説
明
や
、
鳥
取
県
内
の
労
働
組

合
数
と
労
働
組
合
員
数
、
推
定
組
織

率
（
１
６.

０
％
）
、
産
業
別
・
加
盟

団
体
別
の
状
況
が
と
も
に
減
少
傾
向

に
あ
る
と
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
、
鳥
取
県
内
に
お
け

る
労
働
組
合
組
織
率
の
推
移
を
確
認

し
、
改
め
て
未
組
織
労
働
者
の
実
態

を
共
通
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
組

織
人
員
減
少
の
原
因
と
し
て
は
、
県

内
企
業
・
事
業
の
再
編
、
撤
退
等
雇

用
情
勢
が
悪
化
し
て
い
る
が
、
片
や

鳥
取
県
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
（
４

〜
５
社
）
も
現
実
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
雇
用
拡
大
の
増
加
に
繋
が
り
、

組
織
化
で
き
得
る
環
境
が
整
う
も
の

と
思
わ
れ
る
。
構
成
産
別
・
単
組
と

連
携
し
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
で

組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
『
連

合
鳥
取
組
織
拡
大
強
化
基
本
方
針
』

に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
取
り
組
む

事
項
と
し
て
、
先
般
、
構
成
産
別
に

お
願
い
し
た
組
織
拡
大
実
態
調
査
結

果
を
ベ
ー
ス
に
、
今
後
オ
ル
グ
訪
問

を
実
施
し
、
具
体
的
に
役
割
を
明
確

に
し
、
組
織
拡
大
活
動
を
推
進
し
て

い
く
。
ぜ
ひ
ご
協
力
願
い
た
い
」
と

今
後
の
取
り
組
み
方
法
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
研
修
は
連
合
本
部
作
成
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
組
合
づ
く
り
か
ら
始
め
よ

う
！
』
の
視
聴
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

講
師
の
松
永
次
長
が
新
人
組
織
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
時
代
に
、
「
連
合
ユ
ニ
オ

ン
東
京
」
で
労
働
相
談
か
ら
組
合
づ

く
り
に
関
わ
っ
た
ア
パ
レ
ル
と
運
送

関
係
の
ユ
ニ
オ
ン
に
密
着
し
た
内
容

で
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
日
常
的
な

実
践
状
況
を
撮
影
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
し
た
。

　

講
義
で
は
、
２
０
０
３
年
の
連
合

評
価
委
員
会
で
の
指
摘
と
そ
の
後
の

対
応
、
具
体
的
に
「
顔
の
見
え
る
運

動
と
は
何
か
」
を
教
授
い
た
だ
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
「
組
織
拡
大
の
対

象
（
未
組
織
労
働
者
）
は
ど
こ
に
い

る
か
？
」
「
非
正
規
労
働
者
を
組
合

員
に
す
る
た
め
の
組
織
拡
大
戦
術
（
組

合
員
範
囲
の
拡
大
）
」
「
個
人
請
負
・

業
務
委
託
労
働
者
等
を
対
象
と
し
た

新
た
な
組
合
結
成
」
「
労
働
相
談
か

ら
の
組
織
化
」
「
当
該
企
業
労
働
者

情
報
の
把
握
（
構
成
組
織
と
地
方
連

合
と
の
連
携
）
」
等
、
組
織
拡
大
に

向
け
て
の
重
点
対
応
の
絞
り
込
み
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
６
グ
ル
ー
プ

に
別
れ
、
①
こ
れ
ま
で
組
織
拡
大
が

な
ぜ
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
の

か
？
②
今
後
、
組
織
拡
大
を
具
体
的

に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
各
組
織
は

ど
う
取
り
組
め
ば
い
い
か
？
の
２
点

を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換
・
意
見
交
換

し
、
各
組
織
の
事
情
や
本
音
が
引
き

出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
弘
中
組
織
局
長
が
「
本

日
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
い
か
に
実

践
す
る
か
が
組
織
拡
大
に
繋
が
る
」

と
ま
と
め
、
五
十
嵐
会
長

の
音
頭
に
よ
り
「
連
合
鳥

取
と
構
成
産
別
の
力
を
結

集
し
、
連
携
し
た
取
り
組

み
で
組
織
人
員
３
万
２
千

人
の
実
現
に
向
け
団
結
し

て
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
参

加
者
全
員
で
力
強
く
三
唱
し
、

研
修
を
閉
会
し
ま
し
た
。　



れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.７ ２０１２ 年 ７ 月 １ 日

一人で悩まずご相談ください　－全国一斉労働相談ダイヤルを実施－
　連合は「新社会人のための全国一斉労働相談キャンペーン」として、６月１８日（月）、１９日（火）、全国の地方連合会
で労働相談を受け付け、この２日間で全国で６５７件の相談が寄せられましたした。
　連合鳥取では、平日は連合鳥取事務局で通年的に相談を受け付けていますが、特にこのキャンペーンでは、相談者か
ら最寄りの地協事務局でも相談を受けることができるよう、各地協事務所にフリーダイヤルがつながるよう設置し、地
協役員がそれぞれの事務所で待機した結果、有給休暇取得や長時間労働に関する相談が３件ありました。
　また、各地協ではこの一斉相談ダイヤルキャンペーンの周知を図るため、連合ＰＲのポケットティッシュやマスク、
チラシを配布したり、街宣車で呼びかけを行いました。

・嫌がらせ・セクハラ　12.8％
・解雇・退職強要・契約打切　10.0％
・不払い残業・休日手当・割賃未払い　9.3％
□「嫌がらせ・セクハラ」に関する相談では、仕事を教えて 
　くれない、人前で注意されるなどの職場の上司・先輩との
　人間関係の悩みから、人格を否定される暴言で体調を崩す
　などの深刻な事例まで幅広い相談が寄せられました。 東部地協街宣活動

〈6月16日／ＪＲ鳥取駅周辺など〉
中部地協街宣活動

〈6月14日／倉吉市内〉

〈相談の全体の特徴／本部集計より〉

連合鳥取2012春季生活闘争　要求・回答・妥結状況　（2012.6.28現在）
■ 2012春季生活闘争特集 ■

○調査対象　１３９組合　　○登録組合　１１７組合

○要求提出組合　　　８５組合 ⇒ 平均賃上げ方式　７９組合、個別賃金方式　５組合、人勧準拠　１組合
○回答・妥結組合　　７５組合 ⇒ 平均賃上げ方式　７０組合、個別賃金方式　５組合
○要求未提出、賃金カーブ維持分を確認　１７組合

○平均賃上げ方式（ベアのみ登録組合）

■一時金（業績連動式） ＝ ２組合（年間分　２組合、半期分　０組合）

賃　金

○要求提出組合　　　年間　４９組合、夏季　１１組合
○回答・妥結組合　　年間　４３組合、夏季　１０組合

○要求提出　４組合　　水準目標をクリアしていないが要求せず ７組合
○回答・妥結　　水準目標をクリアした １組合　　現状維持 １組合

一時金

地域ミニマム賃金

○要求提出　１０２組合　  要求せず労使協議 ０組合　  何もしていない １４組合　  人勧準拠 １組合連合鳥取重点取り組み課題

組合員のみ組合員のみ （5）
（1）

（12）
パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員 （2）

○協定化した
○取り組む

協定化 6組合14組合
組合員のみ組合員のみ （5）

（0）
（12）

パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員
水準引き上げ

（8）
○水準引上げた○取り組む

企業内最低賃金
5組合21組合

○その他の改善○その他の取り組み 5組合
○賃金引き上げた○処遇改善

非正規労働者への取り組み
11組合28組合

回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

○取り組む組合員化 1組合
○取り組む制度導入 16組合 ○春闘とは別途、継続協議

65歳まで雇用確保
1組合

○制度導入 1組合
○取り組む時間外割増率引上げ 15組合

○所定労働時間短縮○取り組む所定労働時間短縮 7組合
○付与日数増日 1組合

11組合
○取り組む年休付与日数増

11 0.4090,13699人以下

単
純
平
均

夏　
　

季

単
純
平
均

年　
　

間

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上
従業員

一　時　金
回　答　・　妥　結

集計組合数集計組合数
月　数金額（円）

1 1.00225,342
54 1.45293,0754 2.15567,139
24 1.43383,3143 1.85600,000
89 1.31310,6338 1.97536,737

66 3.68527,9868 4.40732,571
125 4.09751,9785 4.80777,104
109 4.341,038,4007 4.591,268,083
2820 4.09813,670

組合数
要　　　求
金額（円） 組合数

回答・妥結
金額（円）

4 1,226 4 75

20 4.62931,133

要　　　　　　求

集計組合数

1
6
1
8

8
12
17
37

集計組合数
月　数金額（円）

平均賃上げ方式
（体系維持相当＋賃金改善）

4組合
○取り組む年休の取得促進 17組合
○取り組む時間外労働削減 13組合

総実労働時間短縮
回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

99人以下

単
純
平
均

回
答
・
妥
結

単
純
平
均

要　
　

求

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上

平均賃上げ方式

組　合　平　均 従業員

618 1.1223 1,902

集計組合数集計組合数
率（％）組合数 金額（円）

913 1.6017 3,005
1624 1.7126 3,830
3155 1.5666 3,004

1122 2.4929 5,048
1215 2.4719 5,448
1623 2.7927 6,390
3960 2.6175 5,662



れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１２ 年 ７ 月 １ 日 No.７ （３）

誇れる地元を再認識　－青年委員会「山陰海岸ジオパーク学習会」を開催－

親善友好交流で相互理解と友情を確認　－中国・吉林省総工会招聘－

　６月２３日（土）、連合鳥取青年委員会は、「山陰海岸ジオパーク学習会」を開催しました。約４０人が参加し、砂の美
術館観賞と砂丘ウォークを行いました。
　砂の美術館観賞では、砂像マイスターの方の説明を受けながら現在展示さ
れている第５期展示の「砂で世界旅行～イギリス～」を観賞しました。砂像
は、砂と水だけで造られているにも関わらずスケールが大きく、その精巧な
造りと迫力に驚かされました。また、鳥取砂丘の砂は砂像作りに適した砂で
あるということも教えていただきました。
　砂丘ウォークでは、こちらもジオパークガイドさんに説明していただきな
がら砂丘を歩きました。ジオパークについての話を聞いた後、普段は歩かな
いような所にも案内していただき、砂丘の歴史や地形、砂丘に住む生き物や
植物のことなど、たくさんの話を聞かせていただきました。
　どちらの場所でもガイドさんに丁寧に説明していただき、大変貴重な学習
となりました。　　　　　　（寄稿　青年委員会　幹事　大黒 晃嗣 さん）

つながろう日本『働くことを軸とする安心社会』の実現をめざして
　　　　　　　　  －「連合全国ブロック別対話集会in岡山」を開催－
　６月３０日（土）、岡山市の県総合福祉会館において、「働くことを軸とする安心社会」の社会的合意をめざす取り組み
として『連合全国ブロック別対話集会 in 岡山』が開催されました。本集会は２０１１年から全国９ブロックごとに開催さ
れ、岡山は７番目の開催となりました。集会には中国５県から約５００人が出席（連合鳥取からは約５０人が出席）し、雇用、
働きがいなどをテーマに講演やパネルディスカッションが行われました。
　開会に先立ち、地元岡山出身で姉妹バイオリンデュオとして活躍中のAlcott（ｵﾙｺｯﾄ）の素晴らしい演奏と、同じく岡山
出身の歌手「まきちゃんぐ」さんの素敵な歌声で幕を開けました。
　そして、主催者を代表し連合広島会長・連合中国ブロック連絡会伊丹代表幹事から「私たちがめざすべき社会像を実
現するために何をすべきか確認する場にしたい」との挨拶を受けました。
　続いての基調講演では、連合本部古賀会長から「日本社会はリーマンショック以降厳しい環境が続いているが、働く
ことに最も重要な価値を置く社会の実現をめざそう」など、日本の現状の課題提起を含めた講演が行われました。
　その後、１部と２部に分けてパネルディスカッションが行われ、第１部で
は、「まきちゃんぐ」さんとAlcott（ｵﾙｺｯﾄ）のお二人を含めた各界・各層を
代表する５名の女性パネリストと、連合岡山高橋会長がコーディネーターと
して「働くこと」をテーマに討論が行われました。
　第２部では、古賀会長、伊東倉敷市長、地元岡山の服部興業㈱服部社長の
３名と、引き続き高橋会長がコーディネーターを務め「安心社会を考える」
をテーマに討論が行われ、行政による政策形成やディーセントワークなどに
ついて論議が深められました。
　そして最後に、連合鳥取会長・五十嵐代表幹事代行の閉会あいさつで本集
会が締めくくられました。

　吉林省総工会は、日本におけ
る連合鳥取のような地方連合会
の組織である。
組合員数は約600万人。
中国語で「工」は「工人（労働者）」
の略。

吉林省総工会とは

　連合鳥取は、国際化時代における労働運動の視野・見識を広げる立場から、
２０００年より中国・吉林省総工会と友好交流関係を結び交流を行っています。
この度、２０１０年の協定再締結（期間５年間）に基づき、訪日団〔団長　費　加
（フェイ・ジャー）副主席以下５名〕を６月２４日（日）から２９日（金）の日程で
招聘しました。
　一行は、２５日（月）、連合本部において南雲連合事務局長と意見交換を行っ
た後、２６日（火）来鳥されました。最初に鳥取県庁に平井県知事を表敬訪問し、
「鳥取県も吉林省と交流協定を結び、経済・産業・農業・文化等に交流を図っ
ている」との説明を受け、熱烈な歓迎を受けました。
　その後、ホテルモナーク鳥取において、連合鳥取企画委員構成員他１４人
との意見交換会を行いました。
　冒頭、五十嵐会長から訪日団の訪問に歓迎の意を表明し、「今後の更なる両組織
の友好交流が発展することを祈念する」とあいさつしました。総工会を代表して、
費　加団長は「連合鳥取歴代３人の会長の下、今日までの両組織との交流に尽力い
ただいたことに敬意を表する。今回の意見交換で交わされたことを今後の活動に活
かしていきたい」と述べられました。
　その後、意見交換に移り、双方の企業動向（産業別）の情報交換、また吉林省総工
会の概要、上部中華全国総工会との組織機関の説明の後、質問・意見等を交わしま
した。また、総工会から男女平等局・広報教育局の取り組み内容について質問があ
り、それぞれの担当局長が説明し、お互いの情勢認識を深めました。限られた時間
の中ではありましたが、活発な意見交換の場となりました。
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鳥取県の勤労者のみなさまへ

□内容
　講演／「男女平等参画社会に向け労働組合として果たすべき役割（仮）」
　講師／実践女子大学　人間社会学部教授（内閣府男女共同参画会議議員）
　　　　鹿　嶋　　敬　さん

□日時　8月11日（土）
　　　　10時00分～12時00分（予定）
□場所　中部教育会館

第9回連合鳥取
男女平等参画学習会

衆議院議員
民主党政策調査会長補佐湯 原 俊 二

　私は、予算委員会、内閣委員会、総務委員会、社会
保障と税の一体改革特別委員会に所属しています。
　日本は、自民党政権の政策によってアメリカに次ぐ
先進国第２位の格差社会になりました。民主党政権は、
この３年間格差を是正するための政策を進めて来まし
た。子育て支援、高校授業料無償化など教育の充実、
医療・福祉の拡充、求職者支援制度など労働施策の推
進、地方へ配分される交付金の増額などです。

　社会保障と税の一
体改革も、少子高齢
社会の中で増税する
消費税はすべて子育
て支援、低所得者対
策、高齢者対策など
社会保障の拡充、格
差是正につかわれま
す。

参議院議員
予算委員会筆頭理事川 上 義 博

　６月１３日の予算委員会で質問に立ち、社会保障と
税の一体改革、ＴＰＰ、防衛外交問題、金融政策等を
取り上げ、総理他関係大臣に見解を質しました。
　特に社会保障と税の一体改革に関して、「社会保障
の抜本改革を国民会議に委ねるなら、税制の抜本改革
も同様に委ねては」と訴えました。日銀総裁には、欧
州危機に対する日銀の姿勢を質しました。
　また日頃から「地方が中心」をスローガンに、雇用
の確保、中小企業、
農林業の担い手再策、
山陰道促進、山陰沖
漁業問題など、地方
の抱える多くの問題
に関しても果敢に行
動しています。

「社会保障と税の一体改革特別委員会」
　で質疑（6月1日）

「参議院予算委員会」で質問
（6月13日）

東部（中央）地　域

7月28日（土）9：15～11：20

さざんか会館

200人

さざんか会館→駅前→53号線→
駅南流れ解散

中　部

7月29日（日）9：30～11：45

倉吉体育文化会館

100人

倉吉体育文化会館→倉吉駅

西　部

8月2日（木）18：30～

米子コンベンションセンター

・ 記念講演
　「戦争のない世界平和を希求する」
・ 講師：佐治妙心 さん
　　　　（静岡県伊豆市：妙蔵寺住職）
・集会アピール採択

・ 講師：佐々木祐滋 さん
　　　　（福岡県博多区出身の
　　　　　シンガーソングライター）
・集会アピール採択

300人

米子駅、市内主要箇所にて
平和チラシ配布（当日17：30～）

日　時

場　所

デモ行進

参加規模

内　容

平和学習会平和講演＆ミニコンサート
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